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特集：ふくしまグローバルセミナー2010
「ふくしまグローバルセミナー2010」クロージングセッション（平成22年12月12日）

2011年冬号 通算
21号（ ）̶ 季刊年 4回発行̶
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2011年冬号

今年で通算14回目を迎えるこのセミナーは、国際交流・国際協力・多文化共生・国際理解教育・
開発教育についての理解を深める参加型セミナーです。今年は、全体講師として中村絵乃さ
ん（NPO法人開発教育協会事務局長）をお迎えし、オープニングとクロージングで参加者全
員による学びあいを行いました。また、参加者自身が講師となる自主セッションも楽しく開
催しました。そのほか「ふくしまユースグローバルカレッジ（※１）」の受講者が講師となっ
て運営する講座や自主セッションの場を新たに取り入れました。
参加者数は、県内外を含め約120名が集まり、幅広い年齢層による交流ができました。

開催日：平成22年12月11日（土）～ 12日（日）
主催：福島県国際理解教育ネットワーク
　　　（構成団体：福島県、福島県教育委員会、（財）福島県国際交流協会、JICA二本松）
※1 年間を通じた研修と実践を通じて、国際理解講座の講師としての活動を目指す人のための連続講座です。
（（財）福島県国際交流協会の主催事業です）

ＪＩＣＡ二本松で世界を学ぼう。
～ふくしまグローバルセミナー 2010 ～

Q : 初めての全体
　　　　講師の感想は？
A : 若い人が多く、積極的な
人が多いと感じました。
とても楽しかったです。
オープニングは緊張して
いましたが、クロージン
グは話が止まらないとい
う感じでしたね。

Q : 今後のグロセミに
　　　　　メッセージを。
A : 泊まりだからこその良さがあり、続けてほしいですね。
ふくしまの地域性などの特色を出すことや、自主セッショ
ン企画者からプログラムの講師になる人がもっと増える
ことを期待します。

クロージン
グの

    グルー
プワークの

様子

全体講師の
中村絵乃さんに聞きました！

地球の食卓～フードマイレージ編～　　　　　の講座を実施している様子
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・たくさんの人との出会いがあって楽しかった。
・自分の活動を見直すきっかけになった。
・初参加のときよりも深く学べたので次回も参加したい。

・もっと多くの方に関心をもってもらいたい。
・初めて知る活動が多く、ネットワークが広がった。
・共有がすばらしい。

Q : 本番を終えていかがですか？
A : 参加者の表情を見て進めることができました。協力してできたと思い
ます（溝井）。むずかしさも感じましたが、このような経験ができてよかっ
たです（板橋）。

Q : 講師に挑戦してみたい人へメッセージを　
A : 知ることと伝えることは全然違う。実践しながら効果的な伝え方を学
ぶことができるのでぜひ挑戦してほしいと思います（溝井）。自分に
とって初めてのことでした。何でもいいから一歩を踏み出してほしい
と思います（板橋）。

初めて講師を担当した、
　グローバルカレッジ受講生に聞きました！

◀グローバルカレッジ受講生の溝井彩夏さん（左）と板橋美樹さん（右）
　担当講座は「バーンガ～人と人との関わり方～」

トランプゲームを取
り入れた講座をすす

める２人

講座開始前に、同じく講師の日下部喜美子さん（左）
と最終確認をしています

クロマグロの悲劇～獲ることと食べること～の講
座で、魚取りゲームをする様子

運動会から世界が見える～カイロ日本人学校から
～の講座で、綱引きをする様子

オープニングで自主セッションのアピールをする
参加者

＝参加者の声＝

「ふくしまユースグローバルカレッジ」については、（財）福島県
国際交流協会へお問合せください。℡ 024-524-1315

ト

アンケートより



◆ 高校の部
受賞名 学校名 氏名 作品タイトル

特 別 学 校 賞 福島県立あさか開成高等学校

ふ く し ま
青 年 海 外
協 力 隊 の
会 会 長 賞

福島県立あさか開成高等学校 片岡智枝里 世界の紛争で思うこと
福島県立あさか開成高等学校 金田　麻依 「豊かさに囲まれて」
福島県立白河高等学校 草野友貴奈 「未来」
福島県立富岡高等学校 早川紗保里 韓国人からもらった優しさ

（氏名　五十音順）
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受賞した皆さん、学校
の皆さん、おめでとうご
ざいます。またご応募い
ただきました皆さん、本
当にどうもありがとうご
ざいました。来年度のご
応募、お待ちしています。

◆ 稲作振興コース
稲作振興コースのメンバーは全員
で5人。30歳から50歳までの男女で、
ガーナの食料農業省や灌漑開発局に
勤める技術者や専門家です。
この日は農産物直売所の視察のた
めJA新ふくしま直売所「ここら吾妻
店」に行きました。担当者の講義の
あとに「農薬の検証はどのようにし
ているのか、手数料は何に使ってい
るのか、農家の識字率はどのくらい
か」などのたくさんの質問が出まし
た。とくに農家の人たちが自分たちで商品の値段をつけることや、携帯やシー
ルを使っての細かな管理方法に驚い
ていました。また売り場の清潔さ、
きれいな並べ方、パッケージの良さ
に感心していました。

◆ 産業振興支援コース
産業振興支援コースの研修では、
テクノアカデミーや会津大学、ハイ
テクプラザなどで講義を受け、視察
では県内企業の製造工程、火力発電
所などを訪れました。
野口英世記念館の訪問では、野口
英世博士の生涯についての説明を受

けたあと、生家を見学し、資料館で理解を深めました。視察後の研修員からは、
大変感銘を受けて、自分も一生懸命がんばっていきたいとの声が聞かれました。

　猪苗代町出身の野口英世博士は、ガーナで黄熱病研究に力を尽くしました。その縁で、
ガーナからの研修員を福島県で受け入れ、研修プログラムを実施することになったので
す。すべてのコースにおいて、野口英世博士の生家訪問を組み込んでおり、本県との交
流促進が期待されています。
　研修内容は、ガーナ政府の希望を踏まえて産業振興支援、道路維持管理、初等教育指
導法改善、稲作振興の 4つのコースを設けました。平成 22 年度から平成 24 年度までの
3年間、毎年数十名の研修員が訪れます。
　今回は昨年 11 月に行われた、稲作振興と産業振興支援の研修の様子をご紹介します。

JICA 国別研修受入れ事業
ガーナ人がふくしま県にやってきた！

りんごの試食。とてもおいしいと言ってお土産に買い求める研修員もいました。

記念館の2階にある野口英世博
士そっくりの

ロボットを前に記念撮影。ここは
野口博士の

研究室を再現しています。

野口英世記念館を訪れ、説明を受ける研修員。後ろに見えるのが野口英世博士の生家。

米コーナーで説明を受ける研修
員。ガーナで

は店に精米機が置いていないため
、興味深いと

言っていました。

～地球の仲間のために、私たちができること～
JICA国際協力中学生・高校生エッセイコンテスト 2010 受賞者発表行動


